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＃インフルエンザの症状

強い寒気と共に

節痛、筋肉痛、頭痛も強く、普通のかぜに比べ重症感

があります。健康な人は

支炎や肺炎などの合併症も起こしやす

不良の糖尿病患者さん

２．

ノロウイルスの感染には

スが付着した食べ物を生で食べて感染するもの（食中

毒タイプ）と、感染した人の糞便や吐物から

スをもらうもの（ヒトーヒト感染）の２つです。集団感染で

話題になるのは

ウイルスは感染力が強くごくわずかな量でも感染してし

まうため、トイレの後の手洗いが不十

の後始末が不完全だったりすると、触れた

上がったほこり吸い込むことを介

して移っていきます。

アルコール消毒はあまり効果なく、

流水と石鹸で良く手を洗うこ

便や吐物で汚れた衣類や敷物な

どは次亜鉛素酸ナトリウム（ハイ

タ―）で消毒します。

＃ノロウイルス胃腸炎の症状

吐き気、おう吐、下痢の胃腸症状と発熱です。

はなく、脱水症にならないよう水分をしっかり摂って様

子を見ます。健康な人なら

尿病の患者さんでは脱水症を起こしやすく、また、食事

もとれなくなるため、血糖も不安定になります。

者さんではケトアシドーシスを起こす危険があります。
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３．インフルエンザやノロウイルス胃腸炎になったら

脱水症を予防しよう

水分をしっかり摂りましょう。スポーツドリンクは糖分が

多いので、飲み過ぎに注意しましょう

はスープや汁物を飲みましょう

ルなど長時間作用する内服薬を飲んでいる方やランタ

ス、レべミル、トレシーバなどの持効型インスリンを打っ

ている方は

その効果が続く間、糖分を含んだ飲

み物が必要かもしれません。

血糖を測定しよう

血糖測定できる方は必ず測ってみましょう。体調によっ

ては食べていないのに高血糖になっている場合があり

ます。日頃にない高血糖が続く場合は受診しましょう。

1 型の患者さんは

絶対にインスリンをやめてはいけません。食べられなく

ても基礎インスリンだけは必ず打ちましょう。血糖値を

モニターしながら速効型インスリンを適宜使用しましょう。

血糖変動が激しい時は早めに受診しましょう。
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